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摯は

新
年
の
ご
挨
拶

あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
がヽ

）い
ま
す
。

皆
様
方
に
お
か
れ
ま

し
て
は
「お
健
や
か
に

新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日午
年
中
は
私
の
市
議
会
議
員
活
動
に
対
し
、コ狐か
い
ご

理
解
と
真
ｔ
の
こ
も
っ
た
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
て
誡
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
昨
年
を
顧
み
ま
す
と
議
会
活
動
を
中
心
に
、地
域

の
皆
様
と
直
接
語
り
合
い
、そ
の
声
を
代
表
し
、要
望
書
を

提
出
す
る
な
ど
、絶
え
ず
努
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

一般
質
問
で
は
、ど
の
自
治
体
で
も
問
題
を
抱
え
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
る
中
心
市
街
地
活
性
化
計
画
の
策
定
の

計
画
変
更
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
整
備
が
進
行
中
の
美
合
駅

及
び
周
辺
整
備
、ま
た
全
国
的
に
問
題
と
な
っ
て
い
る
学

校
給
食
の
給
食
費
木
納
問
題
や
、産
地
偽
装
や
日
付
改
ざ

ん
な
ど
の
食
の
安
全
・安
心
に
つ
い
て
質
問
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

次
に
地
域
の
皆
様
の
要
望
を
伝
え
る
た
め
に
、総
代
の

皆
さ
ん
と
た
く
さ
ん
の
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、名
鉄
美
合
駅
に
つ
い
て
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー

整
備
で
エ
レ
ベ
ー
タ
１
３
基
が
設
置
さ
れ
、階
段
を
使
わ

な
く
て
も
各
ホ
ー
ム
に
行
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

そ
の
他
ス
ロ
ー
プ
、キ
す
り
、誘
導
ブ
ロ
ッ
ク
、車
椅
子
で
も

利
用
が
で
き
る
多
目
的
ト
イ
レ
が
平
成
２０
年
３
月
末
完
成

を
目
標
に
工
事
中
で
す
。

し
か
し
駅
だ
け
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
も
駅
に
至
る
道
路

も
安
全
で
あ
っ
て
こ
そ
誰
も
が
安
速
し
て
利
用
で
き
る
駅

に
な
る
と
、「踏
切
改
良
及
び
歩
道
設
置
に
関
す
る
要
望
書
」

を
岡
崎
市
、愛
知
県
、名
鉄
本
社
に
提
出
い
た
し
ま
し
た
。

県
か
ら
は
３
メ
ー
ト
ル
の
歩
道
設
置
と
踏
切
の
拡
幅
を

計
画
し
て
お
り
、平
成
２．
年
度
末
で
の
完
成
を
目
指
す
と

の
口
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
要
望
は
住
民
の
長
年
の
念
願
で
あ
り
、地
域
の
皆

様
の
安
全
確
保
と
利
便
性
の
向
上
に
一歩
前
進
し
た
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
昨
年
に
引
き
続
き
、各
町
内
で
市
政
報
告
会

「そ
の
や
ま
康
男
と
語
る
会
」を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。市
の
主
な
施
策
や
学
区
の
こ
と
な
ど
直
接
お
話
す

る
こ
と
で
、よ
り
深
く
町
内
の
諸
問
題
が
わ
か
り
ま
し
た
。

会
場
出
口
で
「と
て
も
わ
か
り
や
す
い
説
明
だ
っ
た
よ
。

あ
り
が
と
ね
」と
声
を
か
け
て
い
た
だ
い
た
時
は
う
れ
し

く
て
涙
が
出
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
本
年
度
は
経
済
建
設
委
員
会
、公
共
交
通
対
策
特

別
委
員
会
、
そ
の
他
議
会
運
営
委
員
会
、政
治
倫
理
委
員
会

を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

公
共
交
通
対
策
特
別
委
員
会
で
は
委
員
長
と
し
て
「ま

ち
バ
ス
」や
バ
ス
路
線
廃
止
問
題
」を
中
道
に
地
域
の
公
共

交
通
を
検
討
し
、持
続
可
能
な
交
通
サ
ー
ビ
ス
に
見
直
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
「人
、
水
、
緑
が
輝
く
活
気
に
満
ち
た
美
し
い

都
市
、岡
崎
」を
目
指
し
、
議
員
と
し
て
公
正
か
つ
清
廉
に
、

全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
負
託
に
答
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
を
肝
に
銘
じ
、
議
員
活
動
を
し
て
い
く
こ
と
を
お
誓
い
し

て
、私
の
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
公
職
選
挙
法
に
よ
り
年
賀
状
は
自
粛
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
お
許
し
願
い
ま
す
。

平
成
２０
年
１
月
吉
日
　
そ
の
や
ま
康
男

日目言舌0564‐58¨ 3118 FAX0564¨ 51‐2887
HP http://wWW・ SOnOyama…yasЧo:ip/

発行:そのやま康男後援会
〒444‐0005岡崎市岡町西側25
E¨ ma‖ info@sonOyama・yasuo.ip
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2008年   第 6号

|    1狭 い道路に今以上に自動車交通量が増
|    1加 した。りして地域の方が日常生活で通行
|     |す るのに一層不自由を感じるのではないか
|    |と の声に、現在までに自動車。自転車。歩

行者の通行量調査を行い、周辺の道路や
交通の状況分析をしています。その結果を踏まえて今年
度中に個別路線の整備計画を策定する予定です。

1熙 1袢欄鼈咆赳
工会などの経済団体と研究を重ね、方向

性としては農林産物の直売施設を中心に考えています。
踏切の廃止・拡幅に関しては鉄道事業者と基本的な合
意に達しており、藤川小学校児童の通学路として1日 に
700人 の通過がある藤川4号踏切の歩行空間確保は平
成21年度には工事の予定で早急に対応するつもりです。
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..  岡町地内で下水道管布設工事がスタートしました。美合小学
=1、
  校区の下水道整備状況は国道1号線から美合町方面は整

ざ=t 備されていて、岡町、保母町はノータッチでした。
今回は一部を工事し、平成22年度から使用可能予定の地域
もあ↓りますが、まだまだ整備不足であるのは否めません。

そんな中新しいニュースが飛び込んできました。新たに平成20年度から平成
25年度で事業認可拡大の発表があり、これで岡町、保母町も整備地域に入
ります。

聰瘍輌饒躙鵞蜻蒻讚
珍ジ隕贔趙慾ゝ冬鋏勒響:

FMおかざき(76 3MHz)の新番組、「おかざき街サロン」にラジオ出演す
ることになりました。
「教育を考える」をテーマに、次世代を担う子ども達が豊かな心を育み成
長していくためには家庭だけではなく地域が一丸となって共に育つ環境
づくりについて話します。

|    1本 市の平成18年度の未納金は800,270
1     1円 で県平均の未納率0.19%を 大きく下回
|     |る 0.055%で 、これも各学校の先生方の電
|     1話 催告や家庭訪間の結果だと思われます。

教育委員会としても平成19年度は保健給
食課の職員が学校側の協力を得て家庭訪問し、未納金
の減少に努力しています。
また現在のところ給食費の値上げは考えていません。

給食費は教材費などと同様のもので、基
本的には学校長が児童生徒に給食を与え、
その対価を分任出納員である学校長が徴
収するものと考えています。
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信
号
機
設
置
　
要
望
書
提
出

美合町の岡崎刈谷線は、地元住民
の方が徒歩で横断する際、横断歩道を
利用していますが、信号機がなく非常
に危険な箇所となっています。
交通量も以前とは比較にならないほど
増加していて、その危険性が叫ばれて
いました。そんな中、残念なことに、先日
横断歩道を歩いていた住民の方が乗
用車にはねられ死亡するという重大事
故が発生しました。
これらの状況から、地域住民の安全

確保と事故を未然に防止するために、___
愛知県と岡崎市に「信号機の設置に
関する要望書Jを提出しました。早期
実現を願っています。

エ
コボ
ラ
セ
アィ
ア
ｏ町
内
交
流
会

岡町町内会・岡藤美保環境保全の会が主催して工
コボランティア・町内交流会が開催され家族全員で参
カロしました。
内容は町内の不法投棄ごみの巡視・回収と問題点

の点検・確認です。地域の底力(住民の協力関係)の
レベルアップの定着を目指し、災害時などに備えた町
内の交流活動の活性化を図るもので、今年が始めて
のイベントです。
終了後、参加者に手作りのあったかい豚汁が振舞

われ、私もあまりの美味しさにナント3杯おかわりしてし
まいました。~チョボラ(自分たちでできるチョンとしたボランテイア)
精神でやれることからやりましょう。地域がきれいになる
って気持ちがいいですよ～! この写真のどこかに私
も写ってますよ。
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一般
質
問

□
田||■■|その申で1名鉄′ヽスがう経費青l減 |

■■‐などの1合1理 4ヒ努力やt運1行委託など‐
|■■|の新しい運営方法をしても維持が難‐
|■■t‐いとして(平1成‐20年‐3月末をもちて市‐|
|■■内14′ スヽ路線を廃上したいとの申し|

乙
川
圏
域
河
川
整
備
計
画

―級河川矢作川水系、乙川圏域河
川整備計画が一部変更になり、愛知
県西三河建設事務所、建設第二課の
説明を聞きました。
乙川は幾度も洪水氾濫を繰り返し、

特に昭和46年の洪水は戦後最大の被
害をもたらしました。そこで美合地区に
遊水地の整備が計画され、本日は計画
の概要、事業の進め方について説明
があり、基本的には乙川左岸に隣接し
た土地を3m掘削し、周囲を築堤し、面

岡崎市内の19の中学校から生徒会役
員が57名出席して、第35回生徒市議会
&中学生フォーラムが開会されました。
(1)地震対策(2)岡 崎のアピール(3)

街づくり(4)環境・福祉 (5)健康・安全の
五つに分け提案があり、中でも「岡崎中
学生ショップ開設案」「市民病院アニマ
ルセラピー導入案」「新交通システムLR
T整備案」などユニークなものもあ

'ブ

ました。
引き続いて中学生フォーラムでは「お互

いのよさを見つけ、認め、励まし合う友達関
係や学級づくりに努め、いじめを撲減します」
の提言をし、全会一致で採択されました。
いじめには「被害者」「加害者」「傍観者」が
います。自分ひとりで深く1悩まないで、両親、家族、
先生、友達、先輩、後輩、近所のおじさんおばさん、
その他誰でも良いので気軽に相談できる人がい
ることが必要です。そして理解してくれる人がま
わりには必ずいます。そういう人がいっぱいぃると
いいですね。まずは行動する勇気ですよ。
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委員会付託された議案について
総務企画委員会で審議しました。
その中の一つ「岡崎市役所新西

立体駐車場建設工事」については、
県外に本社を置く市外業者が落札
しました(4社入札で落札率88、 4%)。
その件について「今回、共同企業

体 (」 V)と単独企業の両方が入札
可能な混合入札方式を導入した結
果で、今後もこの方式を続けた場合、
今回の入札のように市外業者の単
独受注ばかりになるのでは?Jの質
問に対して、今後の発注方針につ
いて市側は「通常規模の工事は相
当特殊なケースを除き市内業者の
みを対象としても十分に競争性の発

揮と品質の確保が可能と考えており、市内業者
による一般競争入札を執行していく方向性に変
わりはない、大規模工事については国や近隣自
治体等の動向を注視しながら取り進め、基本的
には適格者による混合入札を執行していく所存、
混合入札方式は全国的に実施竹1が少なく、制度
の検証も十分ではないが、今回のようなlo億 円
規模の工事では昨年7月 の入札制度改正以前
はゼネコン級の市外業者を親指名し市内業者と
の共同企業体 (」∨)を結成する方式で、市内業
者は一律、出資率の低い共同企業体 (」 ∨)の構
成員になることしかできませんでした。
今回の結果は市外業者が落札したが、市内業
者にも今まで以上に機会が与えられたものと考
えている」との回答があ|り ました。
個人的には、共同企業体 (」 ∨)による落札率
は、決算資料によると平成18年度は952%で、
今回、入札制度改革の一環として混合入札を
行い、落札率が884%に下がったことは言平価で
きますが、適正な競争の結果であるためしかたな

いことと思いながら
も、市外業者が落
札したことが残念
です。今後このよ
うな入札にあたっ
ては市内業者に頑
張ってほしいと思
います。
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総
務
企
画
委
員
会

末生太郎代議士とお会いしてお話しする
がヽありました。
登援会の方から著書「とてつもない日本」
)借りし拝読したので、ソート・リーダー、ビ
イン・スタビライザー、平等が生み出す不
隼、靖国外交問題など予習はバッチリです。
)回は東海地方 (特に愛知県)の元気の
Iの5つの要因、自動車産業、航空機産業、
:(セラミック)産業、電子産業、工作機械・
晏金型(マザーマシン)産業の話を中心に、
支選挙、新内閣、地域間格差などについ
)聞きしました。
L―モアたっぷりでしかも内容の濃いお話
た。

積約17ha、 容積約70万 m3の 遊水地
整備との事です。

^^ハ   ヘ

忙しい中、傍聴に来て下さった皆さん、ありが
:ざいました。          |
空)          .
中心市街地活性化基本計画につぃて‐
美合地区、駅及び周1辺整備について
篠川地区、駅及び周辺整備について
学校給食について
12月議会で一般質問致しました:

市
議
会
＆

生
フ
ォ
ー
ラ
ム


